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平
成
19
年
上
島
町
議
会
第
2

回
臨
時
会
が
4
月
18
日
に
招
集

さ
れ
、
次
の
議
案
が
審
議
さ
れ

ま
し
た
。
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●
上
島
町
税
条
例
の
一
部
を
改
正

す
る
条
例

●
上
島
町
国
民
健
康
保
険
税
条
例

の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

地
方
税
法
等
の
一
部
を
改
正
す

る
法
律
（
平
成
19
年
法
律
第
４

号
）
が
平
成
19
年
３
月
30
日
に

公
布
さ
れ
た
こ
と
に
よ
り
、
条
例

を
改
正
す
る
必
要
が
生
じ
た
が
、

議
会
を
招
集
す
る
暇
が
な
か
っ
た

の
で
専
決
処
分
し
た
も
の
。
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■
上
島
町
学
校
教
育
問
題
審
議
会

条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

学
校
教
育
の
諸
問
題
に
つ
い
て

検
討
し
、
学
校
教
育
の
充
実
に
資

す
る
た
め
、
関
係
条
例
を
整
備
し

た
も
の
。
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■
財
産
処
分
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つ
い
て

岩
城
船
越
地
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臨
海
土
地
造
成

地
を
埋
立
の
目
的
に
基
づ
き
、
輸

送
用
機
械
器
具
製
造
業
用
地
と
し

て
利
用
す
る
に
あ
た
り
、
上
島
町

議
会
の
議
決
に
付
す
べ
き
契
約
及

び
財
産
の
取
得
又
は
処
分
に
関
す

る
条
例
第
３
条
の
規
定
に
よ
り
、

次
の
土
地
を
売
却
す
る
も
の
。
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そ
の
他
議
案

国民年金の加入者は、職業などの違いに応じて、第１号被
保険者・第２号被保険者・第３号被保険者の３つの「種別」
に区分されています。これまで厚生年金に加入されていた方
は、第２号被保険者でしたが、退職にともない被保険者の
「種別」が変わりますので国民年金の種別変更届が必要です。
退職したら、すぐに種別変更の手続きをしてください。

■第１号被保険者　自営業・農林漁業・学生・無職等の方
■第２号被保険者　サラリーマンなど厚生年金・共済組合に

加入している方
■第３号被保険者　第２号被保険者に扶養されている配偶者

の方

退職して自営業や無職（求職中）になった方は、第１号
被保険者になります。また、扶養している配偶者がいる場合
は、配偶者も第３号被保険者から、第１号被保険者に変わ
ります。
第１号被保険者の方は、月額14,100円（平成19年度）の国

民年金保険料納付が必要です。
口座振替による保険料納付が大変便利です。

・所得の減少や失業等によって保険料の納付が困難な場合
は、「国民年金保険料免除制度」「若年者（30歳未満）納付
猶予制度」をご利用ください。（一定の基準があります。）

・申請の手続きは、今治社会保険事務所または、町の国民
年金の窓口で行えます。なお、年金手帳・印鑑が必要です。
（失業の場合は「雇用保険受給資格者証」又は「離職票」の
写しが必要です。）

愛媛県内の社会保険事務所では、下記のとお
り、年金相談時間の延長及び休日における年金
相談を実施しています。

平日や昼間に相談できない方は、是非ご利用
ください。

■毎週月曜日、時間延長して年金相談

毎週月曜日は、午後７時まで時間延長して、
年金相談を実施しています。

（注）月曜日が祝日の場合は、火曜日又は直後
の開庁日となります。
■休日開庁による年金相談

毎月第２土曜日は、社会保険事務所を開庁
して、年金相談を実施しています。

平日に来訪できない方は「休日開庁による年
金相談」を是非ご利用ください。
○相談時間：午前８時30分～午後５時15分
○受付時間：午前８時30分～午後４時30分

退職された方は、国民年金の
「種別変更」の届出が必要です

年金相談の時間延長と
休日相談のご案内




